
こ
と
し
は

「
別
宮
」

ご
遷
宮
の
年

別
宮
で
遷
宮
の
祭
つ
づ
く

緑
の
杜
に
槌
音
が
響
く
。

お
伊
勢
さ
ん
の「
別
宮
」で

立り
っ

柱
ち
ゅ
う

祭
、上

じ
ょ
う

棟と
う

祭
、お
白し

ら

石い
し

持も
ち

…
…
、

式
年
遷せ

ん

宮ぐ
う

の
総
仕
上
げ
が

い
よ
い
よ
始
ま
っ
た
！

伊勢の を伝える
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すでに遷宮をすませた内宮の第一別宮「荒祭宮」で祈年祭。
天照大神の荒御魂をご祭神とする。　　撮影／阪本博文

1 平成26年3月4日発行

　

今
も
、
わ
た
し
た
ち
の
記
憶
に
鮮
や

か
な
の
は
、昨
秋
行
わ
れ
た
伊
勢
神
宮
・

両
正し

ょ
う

宮ぐ
う

の
遷
宮
祭
で
あ
る
。
初
詣
に
新

し
い
ご
正
宮
に
手
を
合
わ
せ
た
方
も
多

い
こ
と
だ
ろ
う
。

　

だ
が
、
お
伊
勢
さ
ん
の
式
年
遷
宮
は

ま
だ
完
了
し
て
は
い
な
い
。

「
正
宮
」の
式
年
遷
宮
の
は
じ
ま
り
は
、

お
よ
そ
千
三
百
年
前
、
天
武
天
皇
の
御

代
の
こ
と
。

「
別べ

つ

宮ぐ
う

」
に
つ
い
て
は
、
そ
の
五
代
あ

と
、
聖
武
天
皇
の
御
代（
在
位
七
二
四

～
七
四
九
）に
、
正
宮
に
準
じ
て
式
年

遷
宮
を
行
う
よ
う
定
め
ら
れ
た
と
伝
え

ら
れ
る
。
別
宮
と
は
、
正
宮
と
関
わ
り

深
く
格
の
高
い
神
社
の
こ
と
を
い
う
。

　

伊
勢
神
宮
は
百
二
十
五
社（
正
宮
・

別
宮
・
摂
社
・
末
社
な
ど
）か
ら
な
る

神
社
だ
が
、
そ
の
う
ち
「
別
宮
」
は
十

四
宮
。こ
れ
か
ら
長
い
期
間
を
か
け
て
、

す
べ
て
の
お
社
で
遷
宮
が
行
わ
れ
る
こ

と
に
な
る
。

　

す
で
に
、
昨
秋
、
第
一
別
宮
で
あ
る

荒あ
ら

祭ま
つ
り

宮の
み
や（

内な
い

宮く
う

）と
多た

賀か
の

宮み
や（

外げ

宮く
う

）の
式

年
遷
宮
は
正
宮
に
ひ
き
続
い
て
終
え
て

い
る
。
残
る
十
二
別
宮
の
遷
宮
が
今
年

か
ら
来
年
に
か
け
て
行
わ
れ
る
予
定
だ
。

　

今
年
一
月
に
は
、
早
く
も
二
つ
の
別

宮（
月つ

き

讀よ
み
の

宮み
や
と
月つ

き

讀よ
み
の

荒あ
ら

御み

魂た
ま
の

宮み
や

）の
立
柱

祭
と
上
棟
祭
が
行
わ
れ
た
。
こ
れ
か
ら

社
殿
の
造
営
は
着
々
と
す
す
め
ら
れ
、

四
月
か
ら
は
毎
月
ど
こ
か
の
別
宮
で
遷

宮
の
祭
が
行
わ
れ
る
。

「
別
宮
」
は
ご
祭
神
の
お
働
き
も
由
緒

も
さ
ま
ざ
ま
で
、
十
四
別
宮
め
ぐ
り
の

人
気
は
高
い
。
今
年
は
と
り
わ
け
注
目

さ
れ
る
存
在
と
な
り
そ
う
だ
。 

●
主
な
内
容

〈
特
集
〉　
こ
と
し
は
別
宮
・
ご
遷
宮
の
年

２
・
３
面
　
荒
祭
宮
・
風
日
祈
宮
・
月
讀
宮
・

　
　
　
　
　
倭
姫
宮

４
・
５
面
　
伊
雑
宮
・
瀧
原
宮

６
・
７
面
　
多
賀
宮
・
土
宮
・
風
宮
・
月
夜
見
宮

８
面
　
　
　
い
せ
び
と
歳
時
記
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伊
勢
神
宮「
別
宮
」十
四
社
の
ご
遷
宮
、

正
宮
に
準
じ
て
、雅
や
か
に
厳
か
に
│
│

お
伊
勢
さ
ん
の
別べ

つ

宮ぐ
う

は
、
内な

い

宮く
う

・
外げ

宮く
う

合
わ
せ
て
十
四
社
。

緑
の
杜
に
た
た
ず
む
神し

ん

明め
い

造づ
く
り

の
外
観
は
各
宮
と
も
そ
れ
ぞ
れ
の
風
情
が
あ
り
、

創
建
の
年
代
、お
働
き
も
さ
ま
ざ
ま
。
ご
祭
神
の
お
顔
ぶ
れ
は
多
彩
だ
。

皇
大
神
宮
正
宮
の
お
傍
近
く

第
一
別
宮
と
風
雨
を
つ
か
さ
ど
る
古
社

宮き
ゅ
う

号ご
う

宣せ
ん

下げ

さ
れ
た
宮（
註
３
）が
あ
る
。

　

ち
な
み
に
、
伊
勢
神
宮
に
属
す
る
宮

社
は
合
わ
せ
て
百
二
十
五
社
あ
る
。
両

正
宮
、十
四
別
宮
の
ほ
か
に
、摂せ

っ

社し
ゃ（
四

十
三
社
）、
末ま

っ

社し
ゃ（
二
十
四
社
）、
所し

ょ

管か
ん

社し
ゃ（
四
十
二
社
）が
あ
る
。そ
の
社
殿
は
、

必
要
に
応
じ
て
修
繕
あ
る
い
は
遷
宮
造

営
が
行
わ
れ
、
神
々
の
住
い
に
ふ
さ
わ

し
く
保
持
さ
れ
て
い
る
。（
註
４
）

祭
神
　
天あ

ま

照
て
ら
す

大お
お

御み

神
か
み
の

荒あ
ら

御み

魂た
ま

ご
正
宮
に
つ
づ
い
て
遷
御
の
儀
。積
極

的
な
御
魂
は
若
者
た
ち
を
魅
了
す
る

　

皇
大
神
宮（
内
宮
）の
第
一
別
宮
・
荒あ

ら

祭ま
つ
り

宮の
み
や

は
、
正
宮
の
左
手
後
方
、
石
階
上

の
小
高
い
と
こ
ろ
に
あ
り
、
す
で
に

清
々
し
い
新
宮
の
姿
で
あ
る
。

　

式
年
遷
宮
の
「
遷
御
の
儀
」
は
正
宮

と
同
じ
く
平
成
二
十
五
年
十
月
十
日
、

勅ち
ょ
く

使し

を
迎
え
、
大
宮
司
、
少
宮
司
、
禰ね

宜ぎ

ほ
か
の
神
職
に
よ
り
、
ほ
ぼ
正
宮
と

同
じ
次
第
に
よ
り
厳
か
に
行
わ
れ
た
。

御
装
束
神
宝
は
、
金こ

ん

銅ど
う

造づ
く
り

御の
お
ん

太た

刀ち

を
始

め
と
す
る
四
十
二
種
六
十
一
点
。
社
殿

も
、別
宮
の
中
で
最
も
規
模
が
大
き
い
。

　

正
宮
の
第
一
別
宮
と
し
て
、
恒
例
の

五
大
祭（
祈き

年ね
ん

祭さ
い

・
三
節
祭
・
新に

い

嘗な
め

祭さ
い

）、

ま
た
臨
時
祭
も
正
宮
と
同
日
に
行
わ

れ
、
さ
ら
に
五
月
と
十
月
の
神か

ん

御み

衣そ

祭さ
い

は
、
古
来
、
正
宮
と
こ
の
荒
祭
宮
の
み

で
行
わ
れ
る
。
最
近
、
積
極
的
な
荒あ

ら

御み

魂た
ま

に
惹
か
れ
て
か
、
神
前
に
列
が
で
き

る
ほ
ど
若
者
の
お
参
り
の
姿
が
多
い
。

祭
神
　
級し

長な

津つ

彦
ひ
こ
の

命
み
こ
と

　
　
　
級し

長な

戸と

辺べ
の

命
み
こ
と

蒙
古
襲
来
の
国
難
を
救
い
、

宮
号
の
宣
下
受
け
て「
別
宮
」に

　

内
宮
神
域
で
も
、
と
り

わ
け
自
然
が
美
し
く
心
安

ら
ぐ
の
は
、
風か

ざ

日ひ
の

祈み
の

宮み
や

の

辺
り
で
あ
る
。
参
道
に
は

島し
ま

路じ

川が
わ

を
渡
る
風
日
祈
宮

橋
が
架
か
り
、
夏
に
は
カ

ジ
カ
が
鳴
き
、
ホ
タ
ル
も

飛
び
交
う
。

　

毎
年
五
月
十
四
日
と
八

月
四
日
の
二
度
、
こ
の
宮

の
名
を
冠
し
た
風か

ざ

日ひ
の

祈み

祭さ
い

が
行
わ
れ
、
風
雨
の
順
調

と
、
五
穀
豊
穣
が
祈
ら
れ

る
。
五
月
の
祭
に
は
小
さ

な
蓑み

の

と
笠
が
各
宮
社
に
供
え
ら
れ
る
。

　

古
く
は
風
神
社
と
呼
ば
れ
、
農
作
物

に
関
わ
り
深
い
守
り
神
と
し
て
丁
重
に

祭
ら
れ
て
き
た
歴
史
が
あ
る
。

　

蒙
古
襲
来
の
文
永
・
弘
安
の
役（
一

二
七
四
・
一
二
八
一
）の
こ
と
、
未
曾

有
の
国
難
に
朝
廷
は
伊
勢
へ
勅
使
を
つ

か
わ
す
な
ど
、
風
神
に
一
心
に
祈
り
を

捧
げ
た
。
す
る
と
、
風
神
社
か
ら
猛
風

が
巻
き
上
が
り
、
襲
来
し
た
戦
船
か
ら

国
の
危
機
を
救
っ
た
と
い
う
。
そ
の
功

に
よ
り
別
宮
に
昇
格
さ
れ
た
宮
だ
。「
遷

御
の
儀
」
は
伊
雑
宮
に
引
き
続
い
て
行

わ
れ
る
予
定
で
あ
る
。

■
内
宮
ま
で
の
交
通

近
鉄
宇
治
山
田
駅
ま
た
は
近
鉄
・
Ｊ
Ｒ
伊
勢
市
駅
か
ら

バ
ス
で
20
分
「
内
宮
前
」
下
車
／
伊
勢
自
動
車
道
・
伊

勢
Ｉ
Ｃ
ま
た
は
伊
勢
西
Ｉ
Ｃ
か
ら
車
で
５
分

　

別
宮
は「
わ
け
み
や
」と
も
呼
ば
れ
、

内
宮
に
十
社
、
外
宮
に
四
社
が
所
属
し

て
い
る
。
両
正し

ょ
う

宮ぐ
う

を
支
え
る
と
り
わ
け

重
要
な
宮
で
あ
る
。

　

年
間
の
祭
に
お
い
て
も
別
宮
は
正
宮

に
次
い
で
重
ん
じ
ら
れ
、
三さ

ん

節せ
つ

祭さ
い

な
ど

の
神し

ん

饌せ
ん

も
正
宮
に
次
い
で
豊
か
に
お
供

え
さ
れ
る
。

　

別
宮
の
所
在
は
、
内
宮
の
神
域
に
二

社
、
外
宮
に
三
社
、
旧
神
領（
伊
勢
市

内
）に
六
社
、
遙と

お
の

宮み
や

と
し
て
志
摩
市
に

一
社
、
大
紀
町
に
二
社
が
あ
る
。
全
国

で
も
、
こ
れ
ほ
ど
多
く
別
宮
の
あ
る
神

社
は
ほ
か
に
な
い
。

　

式
年
遷せ

ん

宮ぐ
う

に
関
し
て
は
、
遷せ

ん

御ぎ
ょ

の
儀

は
も
ち
ろ
ん
、
立り

っ

柱ち
ゅ
う

・
上じ

ょ
う

棟と
う

な
ど
主
要

な
祭
は
、
正
宮
と
同
じ
く
天
皇
陛
下
の

お
定
め
に
よ
っ
て
日
程
が
決
ま
る
。
造

営
も
、
正
宮
に
次
い
で
多
く
の
祭
を
経

て
、
丁
重
に
す
す
め
ら
れ
る
。

　

一
方
、
奉
納
さ
れ
る
御お

ん

装し
ょ
う

束ぞ
く

神し
ん

宝ぽ
う

は

別
宮
に
よ
っ
て
そ
れ
ぞ
れ
の
御ご

料り
ょ
う

が
定

め
ら
れ
て
お
り
、
当
代
随
一
の
伝
統
工

芸
師
に
よ
っ
て
新
調
さ
れ
た
も
の
が
、

遷
御
の
儀
に
よ
っ
て
納
め
ら
れ
る
。

　

十
四
別
宮
は
、
そ
の
創
建
の
由
来
も

さ
ま
ざ
ま
だ
。
ま
ず
、
皇こ

う

大た
い

神じ
ん

宮ぐ
う

と

豊と
よ

受う
け

大だ
い

神じ
ん

宮ぐ
う

の
ご
祭
神
の
荒あ

ら

御み

魂た
ま（
註

１
）を
祭
る
宮
、
倭や

ま
と

姫ひ
め
の

命み
や

が
定
め
ら
れ

た
遙
宮（
註
２
）、
さ
ら
に
、
朝
廷
よ
り

（註１）荒御魂を祭神とする別宮は、荒祭宮、多賀宮、
月讀荒御魂宮などがある。荒御魂とは、神の御魂の猛々
しい、積極的な現れをいう。
（註２）遙宮とは、正宮から遠く離れている別宮のこと。
伊雑宮、瀧原宮、瀧原竝宮がある。

（註３）功労などにより、朝廷より宮号を宣下された別宮。
風日祈宮、土宮、風宮など。

（註4）摂社・末社・所管社の遷宮は、おおよそ20年
で大修理、40年を目途に造替されるが、社殿の傷み
に応じて、適宜、造替される。

新宮となった荒祭宮には若い
世代の参拝者が目立つ。

●別宮の遷宮スケジュール　※荒祭宮、多賀宮は平成25年完了。

月讀宮
月讀荒御魂宮

伊佐奈岐宮
伊佐奈彌宮

瀧原宮
瀧原竝宮 伊雑宮 風日祈宮 倭姫宮 土　宮 月夜見宮 風　宮

立柱祭 平成26年
1/8

平成26年
3/15

平成26年
4/15

平成26年
5/25

平成26年
6/10

平成26年
6/1

平成26年
8/10

平成26年
8/20

平成26年
10/20

上棟祭 平成26年
1/8

平成26年
3/15

平成26年
4/15

平成26年
5/25

平成26年
6/10

平成26年
6/1

平成26年
8/10

平成26年
8/20

平成26年
10/20

檐付祭 平成26年
2/1

平成26年
4/5

平成26年
5/5

平成26年
6/20

平成26年
7/10

平成26年
7/15

平成26年
9/15

平成26年
10/5

平成26年
11/20

お白石持 平成26年
9/28

平成26年
9/28

平成26年
秋予定

平成26年
11月予定 − 平成26年

11/30 − 平成27年
2/22 −

遷　御 平成26年度中（秋〜春）

「
別
宮
」の
遷
宮
祭
も
、

陛
下
の
お
定
め
に
従
っ
て
─
─

5月の風日祈祭。小さな蓑と笠が供えられる。

内
宮
・
別
宮

荒

祭

宮

風
日
祈
宮

荒祭宮の「遷御の儀」。正宮の8日後、松明の明かりの中で行われた。
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伊
勢
の
緑
多
い
文
教
地
区
に
、

由
緒
あ
る
別
宮
四
棟
が
横
一
列
に

市民の熱意によって創建された倭姫宮。（上）
毎月5日には月次祭が行われている。（写真右下）

■
倭
姫
宮
ま
で
の
交
通

Ｊ
Ｒ
・
近
鉄
伊
勢
市
駅
ま
た
は
近
鉄
宇

治
山
田
駅
か
ら
バ
ス
で
10
分
「
徴
古
館

前
」
下
車

伊
勢
自
動
車
道
・
伊
勢
Ｉ
Ｃ
か
ら
車
で

５
分

月讀宮の上棟祭（平成26年1月8日）。

静けさに包まれる月讀宮の参道。

別宮「つきよみさん」は外宮にもあるが、月夜見宮と記す。四宮がそろう内宮の「つきよみさん」は、
別宮の中で最も参拝者の多い宮である。（平成5年  前回遷宮時）

倭姫宮奉賛会長・
山中隆雄さん。

いすずがわ

皇學館大

皇學館高
皇學館中

神宮文庫

徴古館前
バス停

伊勢高

伊勢工高

倉田山中

四郷小

朝　熊　山

鳥羽松阪線

宇治山田商
松阪へ

二
見
街
道

鹿海神社

堀割橋

貝吹山

伊勢病院

御幸道
路

大鳥居

楠部町

古市町

中村町

岩渕町

神田久志本町

鹿海町黒瀬町

一宇田町

神宮神田

朝熊町

伊勢ＩＣ

朝熊ＩＣ

楠部ＩＣ

二
見
鳥
羽
へ

イオン

近畿自然歩道の
標識

石碑

五十鈴川
朝熊川

二つ池

橋のたもとを
左へ

堤防沿いの細い砂利道
を通る

堤防沿いの細い
砂利道

堤防沿いの細い
砂利道

田園が広がる

月読の森が
よくみえる

同じ境内に
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五
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鈴
川
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Ｐ
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月
讀
宮
　
祭
神
　
月つ

き

讀
よ
み
の

尊
み
こ
と

月
讀
荒
御
魂
宮
　
祭
神
　
月つ

き

讀
よ
み
の

尊
み
こ
と
の

荒あ
ら

御み

魂た
ま

伊
佐
奈
岐
宮
　
祭
神
　
伊い

弉ざ
な

諾き
の

尊
み
こ
と

伊
佐
奈
弥
宮
　
祭
神
　
伊い

弉ざ
な

冉み
の

尊
み
こ
と

　

内
宮
よ
り
歩
い
て
二
十
分
余
り
、
伊

勢
市
中
村
町
に
こ
ん
も
り
と
大
楠
の
繁

る
別
宮
の
杜
が
あ
る
。

　

参
道
を
進
む
と
、
東
西
に
横
一
列
、

四
棟
の
別
宮
社
殿
が
並
ぶ
壮
大
な
情
景

が
待
ち
受
け
て
い
る
。

「
つ
き
よ
み
さ
ん
」
と
総
称
さ
れ
る
こ

と
の
多
い
四
社
だ
が
、
社
殿
そ
れ
ぞ
れ

に
神
話
で
も
な
じ
み
深
い
祭
神
を
祭
る

古
社
で
あ
る
。
左
手
か
ら
、
天あ

ま

照て
ら
す

大お
お

神み
か
み

の
弟
君
の
月
讀
尊
荒
御
魂
、
月
讀
尊
、

次
に
天
照
大
神
と
月
讀
尊
の
父
君
・
母

君
で
あ
る
伊
弉
諾
尊
、
伊
弉
冉
尊
が
祭

ら
れ
て
い
る
。

　

ふ
と
、
ど
の
順
番
で
お
参
り
し
た
も

の
か
、
と
戸
惑
う
。
在
勤
の
神
職
の
谷

分
道
長
さ
ん（
65
）は
、「
月
讀
宮
→
月

讀
荒
御
魂
宮
→
伊
佐
奈
岐
宮
→
伊
佐
奈

弥
宮
が
順
当
と
さ
れ
ま
す
が
、
お
心
の

向
く
ま
ま
に
」
と
鷹
揚
だ
。

　

神
宮
の
五
大
祭（
祈
年
祭
・
三
節
祭
・

新
嘗
祭
）で
は
、
二
組
の
神
職
が
分
か

れ
て
二
宮
ず
つ
同
時
進
行
で
祭
典
が
行

わ
れ
る
。

　

今
年
一
月
八
日
、
十
二
別
宮
の
ト
ッ

祭
神
　
倭

や
ま
と

姫
ひ
め
の

命
み
こ
と

伊
勢
市
民
の
熱
い
請
願
で
大
正
期
に
創
建
。

御
杖
代
と
な
っ
た
皇
女
を
祀
る

　

内
宮
と
外
宮
の
中
ほ
ど
、
倭や

ま
と

姫ひ
め
の

宮み
や

は

倉
田
山
丘
陵
の
一
角
に
あ
る
常
緑
の
杜

に
鎮
座
す
る
別
宮
で
あ
る
。
こ
こ
は
大

学
や
美
術
館
・
博
物
館
が
集
中
す
る
伊

勢
の
文
教
地
区
で
あ
り
、実
は
、す
ぐ
近

く
に
倭
姫
の
も
の
と
伝
わ
る
陵
墓（
尾お

上べ

陵
）も
あ
る
。「
倭
姫
宮
は
伊
勢
の
一

等
地
に
、
と
の
市
民
の
熱
い
思
い
の
込

め
ら
れ
た
宮
地
で
す
よ
」
と
在
勤
の
神

職
の
喜
田
川
宗
之
さ
ん（
51
）は
い
う
。

　

祭
神
・
倭
姫
命
は
、
第
十
一
代
垂
仁

天
皇
の
皇
女
で
、
天
照
大
神
の
御み

杖つ
え

代し
ろ

（
註
）と
な
っ
て
新
し
い
鎮
座
の
地
を
求

め
て
旅
を
重
ね
、
大
和
か
ら
は
る
ば
る

伊
勢
へ
こ
ら
れ
た
方
だ
。
神
宮
の
鎮
座

と
そ
の
祭
に
大
い
な
る
業
績
を
遺
し
た

姫
君
な
の
で
あ
る
。

　

そ
れ
に
も
関
わ
ら
ず
お
祭
す
る
宮
社

の
な
い
ま
ま
に
近
代
を
迎
え
、
大
正
初

期
と
な
っ
て
神
宮
と
市
民
の
総
意
を
受

け
て
時
の
市
長
が
請
願
。
帝
国
議
会
で

承
認
さ
れ
て
、
大
正
十
二
年
十
一
月
五

日
に
ご
鎮
座
の
儀
が
行
わ
れ
た
。

　

そ
の
後
、
倭
姫
宮
御
杖
代
奉
賛
会
が

組
織
さ
れ
、ご
鎮
座
の
日
も
記
念
し
て
、

五
月
五
日
に
春
の
例
大
祭
、
十
一
月
五

日
に
秋
の
例
大
祭
が
催
さ
れ
る
。

　

奉
賛
会
長
・
山
中
隆
雄
さ
ん（
78
）

は
、「
倭
姫
さ
ん
ほ
ど
、
今
も
生
き
て

お
ら
れ
る
よ
う
に
頼
り
に
さ
れ
て
い
る

神
様
は
お
ら
れ
ま
せ
ん
。
皆
さ
ま
の
崇

敬
の
熱
さ
に
感
じ
入
り
ま
す
。
役
員
は

毎
月
五
日
に
月
次
祭
の
お
参
り
を
し
ま

す
が
、
五
月
と
十
一
月
の
大
祭
に
は
、

全
国
各
地
か
ら
大
勢
の
参
拝
が
あ
り
、

に
ぎ
わ
い
ま
す
」
と
語
る
。
例
大
祭
で

は
、
神
宮
楽
師
に
よ
る
神
楽
舞
の
奉
納

の
ほ
か
、
野
点
な
ど
の
も
て
な
し
も
あ

る
。
奉
賛
会
員
を
募
集
中
だ
。

（
註
）御
杖
代
と
は
、
大
神
の
神
慮
を
身
に
受
け
て
行
い

を
共
に
す
る
方
の
こ
と
。

内
宮
・
別
宮

月

讀

宮

倭

姫

宮

伊
勢
の
声
楽
家
・
廣
め
ぐ
み
さ
ん
の
潤

い
あ
る
豊
か
な
歌
声
に
幻
想
的
な
シ
ン

セ
と
津
軽
三
味
線
の
伴
奏
で「
倭
姫
命
」

を
讃
え
る
歌
が
Ｃ
Ｄ
と
な
っ
て
い
る
。

「
大
神
と
と
も
に
旅
路
を
重
ね
た
倭
姫

の
思
い
を
込
め
て
歌
い
ま
し
た
」
と
廣

さ
ん
。
作
曲
を
し
た
黒
澤
博
幸
氏（
天

地
人
）と
、
毎
年
こ
の
曲
を
奉
納
演
奏

し
て
い
る
。
代
金
１
０
５
０
円
。

〽
朝
日
の
来
向
か
う
国
　

夕
日
の
来
向
か
う
国（
中
略
）

一
輪
の
花
　
希
望
の
花

共
に
咲
か
せ
よ
う
あ
の
土
地
へ（
略
）

ＣＤ購入は、近鉄宇治
山田駅前の割烹「大
喜」、伊勢市河崎の「角
仙合同」またはインター
ネットのamazon.comで。
uジャパンユニオン
a０３・３７４６・４４２２

「
倭
姫
命
」

賛
歌
が

Ｃ
Ｄ
に

て
結
団
式
が
執
り
行
わ
れ
た
。
な
お
先

例
で
は
、「
遷
御
の
儀
」
は
十
月
に
行

わ
れ
た
。

■
月
讀
宮
ま
で
の
交
通

近
鉄
五
十
鈴
川
駅
か
ら
徒
歩
10
分
／
伊
勢
自
動
車
道
・

伊
勢
Ｉ
Ｃ
か
ら
車
で
３
分

プ
を
き
っ
て
月
讀
宮
と
月
讀
荒
御
魂
宮

の
立
柱
祭
と
上
棟
祭
が
行
わ
れ
た
。
こ

の
秋
の
お
白
石
の
奉
納
は
四
郷
地
区
の

神
領
民
に
よ
っ
て
行
わ
れ
る
。
去
る
二

月
十
一
日
、
伊
勢
商
工
会
議
所
に
お
い
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ま
で
下
っ
た
。
大
祭
の
幣へ

い

帛は
く

を
携
え
て

遙と
お
の

宮み
や

へ
出
向
く
の
は
か
な
り
の
難
行
苦

行
だ
っ
た
に
違
い
な
い
。
今
で
は
、
伊

勢
道
路（
ま
た
は
、
第
二
伊
勢
道
路
）を

車
で
三
十
分
ほ
ど
走
れ
ば
、
宮
の
駐
車

場
に
着
く
。

　

伊
雑
宮
は
遙
宮
だ
け
に
伊
勢
の
別
宮

に
は
な
い
施
設
も
色
々
あ
る
。
大
祭
に 

欠
か
せ
な
い
神
饌
を
こ
の
宮
域
で
調
理

す
る
の
で
屋
根
に
煙
出
し
の
あ
る
忌い

み

火び 

屋や

殿で
ん

、釣つ
る

瓶べ

で
汲
む
御
井
戸
、御
倉
、

祓は
ら
え

所ど

、
そ
れ
に
参さ

ん

籠ろ
う

の
た
め
に
宿
衛
屋

も
備
わ
っ
て
い
る
。
在
勤
の
神
職
の
土 

田
晃
久
さ
ん（
39
）と
越
智
基
安
さ
ん

（
34
）が
、
毎
朝
五
時
に
参
拝
者
が
お
参

り
で
き
る
よ
う
入
口
の
し
め
縄
を
外
し
、

御み

垣か
き

内う
ち

や
神
域
を
巡
視
し
、
参
拝
者
に

神
札
や
御
守
の
授
与
を
行
っ
て
い
る
。

　

伊
雑
宮
は
神し

ん

田で
ん

を
も
つ
唯
一
の
別
宮

で
あ
る
。
毎
年
六
月
二
十
四
日
に
行
わ

れ
る
御
神
田
は
大
阪
の
住
吉
大
社
、
千

葉
の
香
取
神
宮
と
と
も
に
日
本
三
大
御

田
植
祭
と
し
て
広
く
知
ら
れ
る
と
こ

ろ
。
祭
の
日
は
公
立
の
小
学
校
さ
え
休

み
に
な
る
。
こ
の
地
区
あ
げ
て
の
〝
公

式
行
事
〟
な
の
だ
。

「
い
ぞ
う
ぐ
う
さ
ん
は
志
摩
の
〝
一
之

宮
〟
な
の
で
す
よ
」
と
郷
土
史
に
詳
し

い
谷
甚
哉
さ
ん（
85
）は
い
う
。
御
神
田

に
は
そ
の
思
い
が
凝
縮
さ
れ
て
い
る
よ

う
だ
。

　

起
源
は
古
く
、
鎌
倉
期
に
は
文
献
に

確
か
な
記
録
が
残
る
。
と
こ
ろ
が
、
明

治
に
な
る
と
、
廃
藩
置
県
に
よ
っ
て
伊

雑
宮
の
御
料
田
は
国
有
化
さ
れ
、
御
神

田
は
や
む
な
く
中
断
さ
れ
た
。し
か
し
、

住
民
の
祭
へ
の
思
い
は
強
く
、
大
正
時

代
の
中
ご
ろ
、
近
隣
住
民
が
新
し
い
料

田
を
寄
進
し
、
祭
は
復
活
し
た
。

　

今
も
、
七
つ
の
郷
が
輪
番
で
大
掛
か

り
な
祭
の
準
備
か
ら
本
番
ま
で
を
取
り

仕
切
る
。

　

当
日
は
、
正
殿
参
拝
、
神
職
に
よ
る

早
苗
の
授
与
に
始
ま
り
、
下
帯
姿
の
男

た
ち
が
泥
ん
こ
に
な
っ
て
巨
大
な
ゴ
ン

バ
ウ
チ
ワ（
大
団
扇
）を
飾
っ
た
青
竹
を

取
り
合
う
「
竹
取
り
神
事
」、
男
児
が

奏
す
る
太
鼓
、
さ
さ
ら
、
謡
に
あ
わ
せ

て
早
乙
女
た
ち
が
田
植
え
す
る
「
御
田

植
の
神
事
」、
再
び
列
を
な
し
て
伊
雑

宮
へ
踊
り
な
が
ら
も
ど
る「
躍
り
込
み
」

な
ど
、
終
日
か
け
て
の
ど
か
な
時
代
絵

巻
が
繰
り
広
げ
ら
れ
る
。

■
伊
雑
宮
ま
で
の
交
通

近
鉄
志
摩
線
上
之
郷
駅
か
ら
徒
歩
３
分

車
で
伊
勢
自
動
車
道
・
伊
勢
Ｉ
Ｃ
か
ら

伊
勢
二
見
鳥
羽
ラ
イ
ン（
松
下
Ｊ
Ｃ
Ｔ
）経
由

第
二
伊
勢
道
路
鳥
羽
南
・
白
木
Ｉ
Ｃ
下
車
約
５
分

米
ど
こ
ろ
で
あ
り
、
海
の
幸
に
も
恵

ま
れ
る
志
摩
の
磯い

そ

部べ

。
倭や

ま
と

姫ひ
め
の

命み
こ
と

が

創
建
さ
れ
た
別
宮
に
は
、「
磯
部
の

御お

神み

田た

」（
国
の
重
要
無
形
民
俗
文

化
財
）や
海
の
幸
に
感
謝
す
る
郷
土

色
豊
か
な
大
祭
が
伝
わ
る
。

祭
神
　
皇す

め

大お
お

御み

神か
み

御の
み

魂た
ま

別
宮
の
御ご

料
り
ょ
う

田で
ん

で

日
本
三
大
御
田
植
祭
「
御
神
田
」

　
「
い
ぞ
う
ぐ
う
さ
ん
」
と
親
し
み
を

込
め
て
呼
ば
れ
る
伊い

ざ

雑わ
の

宮み
や

は
、
伊
勢
神

宮
が
鎮
座
し
た
の
ち
、
倭
姫
命
が
御み

贄に
え

地ど
こ
ろ（

大
神
へ
の
供
え
物
を
採
る
と
こ

ろ
）を
求
め
て
志
摩
を
め
ぐ
っ
て
お
ら

れ
る
途
上
で
創
建
し
た
と
伝
え
ら
れ
る
。

　

か
つ
て
、
伊
雑
宮
へ
向
か
う
神
職
た

ち
は
内
宮
の
裏
手
か
ら
島し

ま

路じ

川
沿
い
に

山
道
を
上
り
、
逢お

う

坂さ
か

峠と
う
げ

に
出
て
、
海
辺

「御神田」（6月24日）で田植えする早乙女たち。

「お白石持行事」は地域の絆で盛り上がる。

伊雑ノ浦に近く、こんもりと繁る伊雑宮の杜。

遙宮の伊雑宮は、昔から地元の崇敬があつい。

◎

Ｐ

志摩スペイン村
パルケエスパーニャ

恵
利
原

天
の
岩
戸
へ

内
宮
へ

お
う
む
岩

穴川

下
之
郷

伊雑宮

佐美長神社

上之郷

中六

元御師
の家

磯部の御料田

伊勢道路

磯部分署

志摩市立磯部郷土資料館

銀行

志摩市
磯部庁舎

迫間

磯
部
ト
ン
ネ
ル

しまいそべ

167

167

山田川

佐美長御前神社四社

かみのごう

近
鉄
志
摩
線

61

志摩市

32

伊雑ノ浦

鳥羽へ

鵜方へ

伊
勢
か
ら
山
越
え
し
て
志
摩
の
海
辺
へ

「
遙
宮
」は
古
く
か
ら
の
御
贄
の
地
に

志
摩
市
が
誕
生
し
て

　
　
　
初
の「
お
白し

ら

石い
し

持も
ち

行
事
」

内
宮
・
別
宮

伊

雑

宮

　

今
年
五
月
、
伊
雑
宮
は
式
年
遷
宮
の

立
柱
祭
・
上
棟
祭
を
迎
え
る
。

　

今
回
は
、
五
町
合
併
に
よ
っ
て
志
摩

市
が
誕
生
し
て
十
年
目
、
初
め
て
迎
え

る
遷
宮
の
祭
で
あ
る
。
市
民
の
楽
し
み

な
出
番
は
新
宮
の
御
敷
地
に
お
白
石
を

供
え
る
「
お
白
石
持
行
事
」
だ
。

　

奉
賛
会
長
は
志
摩
市
長
・
大
口
秀
和

さ
ん（
62
）。
副
会
長
は
磯
部
町
上
之
郷

に
住
む
南 

幸
生
さ
ん（
67
）だ
。
奉
献

団
本
部
は
志
摩
市
商
工
会
に
置
か
れ
る
。

　

南
さ
ん
は
「
ま
ず
は
〝
結
団
式
〟。

次
に
〝
お
白
石
拾
い
〟
は
バ
ス
を
仕
立

て
て
宮
川
上
流
へ
。
お
白
石
を
積
む
奉

献
車
は
二
台
、
曳
く
コ
ー
ス
は
、
近
鉄
・

志
摩
磯
部
駅
前
の
木
場
公
園
を
ス
タ
ー

ト
地
点
と
し
て
伊
雑
宮
ま
で
約
一
・
五

キ
ロ
で
す
な
。
今
回
は
志
摩
一
円
か
ら

参
加
が
予
想
さ
れ
る
の
で
、
綱
を
う
ん

と
長
く
し
な
く
て
は
」と
構
想
を
語
る
。

　

御
神
田
を
は
じ
め
と
し
、
海
の
幸
を

供
え
る
調ち

ょ
う

献け
ん

式し
き

、
海
女
た
ち
が
集
う
御ご

祭さ
い

、
と
祭
で
結
ば
れ
た
地
域
の
絆
は
固

い
。
二
十
年
に
一
度
に
ふ
さ
わ
し
い
お

白
石
奉
献
が
行
わ
れ
る
こ
と
だ
ろ
う
。

伊雑宮奉賛会副会長
の南 幸生さん。

伊
雑
宮
の
門
前
に
、
御
師
・
森
新
太
夫

の
子
孫
、森　

和
夫
さ
ん
の
家
が
あ
り
、

資
料
を
展
示
し
、
立
ち
寄
る
旅
人
に
伊

雑
宮
の
今
昔
を
話
し
て
く
れ
る
。

志
摩
市
の
宝
と
も
い
え
る
磯
部
の
御
神

田
、
安
乗
の
人
形
芝
居（
い
ず
れ
も
国

指
定
重
要
無
形
民
俗
文
化
財
）の
展
示

や
資
料
文
献
な
ど
を
公
開
し
て
い
る
。

w９時30分〜18時（入館は17時30分）
e月曜・毎月最終木曜
i�常設展は無料。特別展は一般
　５００円、大学生・高校生２５０円。
q志摩市磯部町迫間８７８-9
a０５９９・５５・２８８１

w8時〜17時30分
e無休
q志摩市磯部町上之郷407
a0599・55・0740

志
摩
市

歴
史
民
俗
資
料
館

元
御
師
の
家

ち
ょ
っ
と
立
ち
寄
っ
て
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参道には樹齢300年をゆうに超える杉が力強くそびえる。

瀧原宮（手前）、瀧原竝宮の2社が並んで建つ。（平成6年　前回遷宮時）

宮域を滔 と々流れる頓登川。

20年前に行われた瀧原宮のお白石持。
（撮影／森崎建夫さん）滝原区長会長の北川進さん（右）と副会長

の村島理允さん（左）。真新しい奉曳車とと
もにお白石持行事に臨む。

たきはら

大宮大台ＩＣ

42

42

大
内
山
川

頓登川

宮川

佐原

三瀬川

菅合

船木

滝原

頭之宮四方神社へ紀勢大内山
ICへ

旧
宮
川
村
へ

多気町へ

大紀町郷土資料館

水戸神神社
大滝峡

岩瀬神社
集会所

石
材
店

三瀬坂池

GS

滝原大橋

古
い
ま
ち
な
み

コンビニ

尾鷲へ

森林公園

おおみや
サイクリングターミナル

大紀町役場

おおみや
青少年旅行村

足神

◎

◎

宝積寺

吉祥寺

妙楽寺

ほこら

里登り口の看板

ドライブインあら竹

そば七福

三船橋

ホテイアオイの群生

かつて三瀬の渡しが
あったところ

三瀬の渡し跡

宝暦地蔵
茶屋跡

浄水場

三瀬砦跡 慶雲寺

北畠具教
三瀬館跡

大谷橋

警察署
消防署

大台中学

舟木
大橋

滝見橋

大台町

大紀町

ＪＲ
紀勢
本線

宮川高校

北畠神社

ふれあいの里
木の実館

旧舟木橋

紀
勢
自
動
車
道

Ｊ
Ｒ
紀
勢
本
線

大台町役場

瀧原宮
瀧原竝宮

多岐原神社

長由介神社
川島神社

若宮神社道の駅
奥伊勢
木つつ木館

道の駅
奥伊勢おおだい

奥伊勢
フォレストピアへ

みせだに

熊野街道

0 500m 1km

Ｐ

そ
の
昔
、
皇
女
・
倭
姫
命
が
天
照

大
神
ご
鎮
座
の
地
を
求
め
て
全
国

を
旅
す
る
道
程
で
、
各
地
に
仮
の

お
宮
を
多
く
残
さ
れ
た
。
そ
の
地

を「
元も

と

伊
勢
」と
呼
ぶ
。
皇
大
神

宮
か
ら
南
西
へ
約
三
百
五
十
㌔
、

元
伊
勢
の
中
で
唯
一
別
宮
と
な
っ
た

の
が
瀧た

き

原は
ら
の

宮み
や
・
瀧た

き

原は
ら
の

竝な
ら
び
の

宮み
や
だ
。

（
小
見
出
し
）

瀧
原
宮
　
祭
神
　
皇す

め

大お
お

御み

神
か
み
の

御み

魂た
ま

瀧
原
竝
宮
　
祭
神
　
皇す

め

大お
お

御み

神
か
み
の

御み

魂た
ま

　

な
ぜ
、
こ
ん
な
山
奥
に
内
宮
の
別
宮

が
─
─
？　

宮
川
支
流
・
大
内
山
川
が

緑
ふ
か
い
渓
谷
を
流
れ
る
度わ

た

会ら
い

郡
大た

い

紀き

町
の
山
間
、
十
四
別
宮
の
中
で
も
っ
と

も
遠
く
鎮
ま
る
の
が
瀧
原
宮
、
瀧
原
竝

宮
の
二
社
だ
。

　

創
建
は
こ
の
地
が
天
照
大
神
の
仮
の

鎮
座
地
、
元
伊
勢
で
あ
る
こ
と
に
由
来

す
る
。
神
宮
の
始
ま
り
を
伝
え
る
『
倭

姫
命
世
記
』
に
よ
る
と
、
第
十
一
代
垂

仁
天
皇
の
御
代
、
倭
姫
命
が
天
照
大
神

の
宮
所
を
求
め
て
宮
川
を
上
流
へ
と
舟

で
巡
幸
し
た
際
、
急
流
の
瀬
に
立
ち
往

生
し
て
い
た
と
こ
ろ
を
地
元
の
真ま

奈な

胡ご

神
に
よ
っ
て
助
け
ら
れ
た
。
そ
の
ま
ま

進
ま
れ
る
と
「
大
河
の
滝
原
の
国
」
と

い
う
美
し
い
土
地
が
あ
り
、
た
い
そ
う

気
に
入
ら
れ
た
命
が
そ
こ
に
新
宮
を
建

て
大
神
を
祀
ら
れ
た
と
い
う
。

　

旧
熊
野
街
道
に
面
し
た
一
の
鳥
居
を

く
ぐ
り
神
域
へ
と
入
る
と
、
樹
齢
三
、

四
百
年
の
杉
の
巨
木
が
茂
る
中
を
細
く
、

長
い
参
道
が
続
く
。
四
十
四
㌶
あ
る
宮

域
内
に
は
手
つ
か
ず
の
原
生
林
が
残
り
、

古
代
の
杜
を
ほ
う
ふ
つ
さ
せ
る
。

　

や
が
て
、
せ
せ
ら
ぎ
の
音
に
誘
わ
れ

て
右
手
の
河
原
へ
と
降
り
る
と
、
頓と

ん

登ど

川
の
清
流
で
手
水
を
行
う
御み

手た

洗ら

場し

が 

─
─
。
こ
う
し
た
域
内
の
地
勢
は
内
宮

と
非
常
に
よ
く
似
て
お
り
、
そ
の
ひ
な

型
と
も
い
わ
れ
て
い
る
。

　

ふ
た
た
び
参
道
を
歩
き
、
う
っ
そ
う

と
し
た
木
立
が
ぱ
っ
と
ひ
ら
け
る
と
、

瑞み
ず

垣が
き

と
玉た

ま

垣が
き

の
め
ぐ
る
瀧
原
宮
、
瀧
原

竝
宮
の
前
に
出
る
。
二
社
の
関
係
に
つ

い
て
は
諸
説
あ
る
が
、
内
宮
の
正
宮
と

荒
祭
宮
に
天
照
大
神
の
和に

ぎ

御み

魂た
ま

と
荒あ

ら

御み

魂た
ま

が
祀
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
そ
の

古
い
形
を
伝
え
る
も
の
と
い
う
の
が
通

説
だ
。
宮
域
内
の
案
内
看
板
に
よ
れ
ば
、

ま
ず
瀧
原
宮
、
次
に
瀧
原
竝
宮
の
順
に

参
拝
す
る
と
あ
る
。

　

東
の
一
段
高
い
敷
地
に
は
長な

が

由ゆ

介け

神

社（
瀧
原
宮
所
管
社
）、
若わ

か

宮み
や

神
社（
瀧

原
宮
所
管
社
）が
そ
れ
ぞ
れ
建
つ
。
若

古
代
の
杜
を
思
わ
せ
る
杉
木
立
の
奥
に

由
緒
正
し
い「
遙と

お
の

宮み
や

」”

五
年
が
か
り
で
完
成

新
奉
曳
車
で「
お
白
石
持
行
事
」に
臨
む

内
宮
・
別
宮

瀧

原

宮

宮
神
社
の
傍
に
は
、
倭
姫
命
が
巡
幸
に

使
っ
た
御
舟
を
納
め
た
と
も
い
わ
れ
る

御み

船ふ
な

倉ぐ
ら

も
。
今
秋
予
定
さ
れ
て
い
る
遷

宮
で
は
、
こ
れ
ら
五
つ
の
建
物
が
そ
っ

く
り
東
側
の
御
敷
地
に
新
築
さ
れ
る
。

　

志
摩
の
伊
雑
宮
と
並
び
、
古
く
か

ら
「
大
神
の
遙
宮
」
と
し
て
地
元
民
や

旅
人
た
ち
か
ら
篤
く
信
仰
さ
れ
て
き
た

瀧
原
宮
。
戦
乱
の
世
、
二
十
年
ご
と
の

遷
宮
が
ま
ま
な
ら
な
い
状
況
下
で
は
土

地
の
人
々
が
献
身
的
に
支
え
た
と
い
う
。

「
大
紀
町
ふ
る
さ
と
案
内
人
の
会
」
の

小
倉
康
正
さ
ん（
70
）は
、「
地
元
で
は

瀧
原
宮
の
こ
と
を
地
名
を
と
っ
て
〝
の

じ
り
さ
ん
〟
と
呼
び
ま
す
。
こ
の
お
社

は
自
分
た
ち
が
守
っ
て
き
た
と
い
う
誇

り
が
あ
る
の
だ
と
思
い
ま
す
」
と
語
る
。

　

今
年
秋
に
遷せ

ん

御ぎ
ょ

を
控
え
て
、
地
元
で

は
お
白
石
持
行
事
の
準
備
も
進
む
。
ニ

ュ
ー
ス
は
、
奉ほ

う

曳え
い

車し
ゃ

二
台
を
新
造
し
た

こ
と
だ
。「
五
年
か
け
て
寄
付
を
募
り

実
現
し
ま
し
た
。
車
体
に
は
地
元
産
の

檜ひ
の
き

材
を
使
っ
て
い
ま
す
」
と
滝
原
地
区

区
長
会
長
の
北
川
進
さ
ん（
63
）。
ま
だ

木
の
香
漂
う
奉
曳
車
に
、
元
伊
勢
の
住

民
た
ち
の
心
意
気
が
あ
ふ
れ
る
。

■
瀧
原
宮
ま
で
の
交
通

Ｊ
Ｒ
紀
勢
本
線
・
滝
原
駅
か
ら
徒
歩
約
30
分

紀
勢
自
動
車
道
・
大
宮
大
台
Ｉ
Ｃ
か
ら
車
で
約
５
分

　

大
内
山
川
を
さ
ら
に
遡

さ
か
の
ぼ

っ
て
行
く

と
、
日
本
で
唯
一
の
頭
の
宮
と
し
て
有

名
な
頭
之
宮
四
方
神
社
が
あ
る
。
境
内

に
は
い
く
つ
も
の
顔
を
も
つ「
頭こ

う
べ

之
石
」

や
、
飲
ん
で
ご
神
徳
が
あ
る
と
い
わ
れ

る
湧
き
水
な
ど
、
パ
ワ
ー
ス
ポ
ッ
ト
も

多
い
。

「
当
宮
は
頭
の
神
様
と
い
う
こ
と
で
古

く
か
ら
地
域
の
皆
さ
ま
に
ご
信
仰
い
た

だ
い
て
き
ま
し
た
。
最
近
で
は
、
学
業

の
み
な
ら
ず
事
業
ア
イ
デ
ア
の
成
就
や

対
人
関
係
の
お
悩
み
ま
で
、
さ
ま
ざ
ま

な
思
い
で
み
な
さ
ん
遠
く
か
ら
お
参
り

に
お
越
し
い
た
だ
い
て
い
ま
す
」
と
九

代
目
宮
司
。

　

こ
れ
か
ら
春
に
か
け
て
は
、
受
験
の

お
礼
参
り
や
、
新
入
学
の
ラ
ン
ド
セ
ル

や
鞄
の
お
祓
い
に
訪
れ
る
人
た
ち
で
賑

わ
う
と
い
う
。

■
交
通

Ｊ
Ｒ
紀
勢
本
線
・
大
内
山
駅
か
ら
徒
歩
約
10

分
／
紀
勢
自
動
車
道
・
紀
勢
大
内
山
Ｉ
Ｃ
か

ら
尾
鷲
市
方
面
へ
車
で
約
５
分

q
度
会
郡
大
紀
町
３
３
１
４

－

２

a
０
５
９
８・７
２・２
３
１
６

頭こ
う
べ

之の

宮み
や

四よ

方も
う

神じ
ん

社じ
ゃ

（
大
紀
町
）

す
こ
し

足
を
の
ば
し
て

「
頭
」の
神
様
を

詣
で
る
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正
宮
か
ら
御
池
を
隔
て
て

土・風・水
の
神
々
つ
ど
う
聖
域
へ

　

天あ
ま

照て
ら
す

大お
お

神み
か
み

の
御み

饌け

つ
神
で
あ
り
、
農

耕
、
ひ
い
て
は
産
業
の
守
護
神
と
さ
れ

る
豊
受
大
神
が
鎮
座
す
る
外
宮
。
正
宮

の
参
拝
を
終
え
て
ふ
た
た
び
参
道
に
出

る
と
、
水
を
湛
え
た
御
池
が
目
の
前
に

広
が
る
。
か
つ
て
神
域
に
三
つ
の
池
を

つ
な
ぐ
堀
が
築
か
れ
て
い
た
名
残
で
あ

り
、
畔
の
「
三み

ツつ

石い
し

」
は
式
年
遷
宮
の

祭
の
祓は

ら
え

所ど

に
も
な
る
、神
聖
な
水
辺
だ
。

　

御
池
に
架
か
る
一
枚
石
の
橋（
通
称

「
亀か

め

石い
し

」）を
越
え
て
杜
を
奥
へ
と
進
む

と
、
外
宮
第
一
別
宮
・
多
賀
宮
に
続
く

石
階
が
見
え
て
く
る
。
第
二
十
一
代
雄

略
天
皇
の
御
代
、
丹
波
の
国
か
ら
豊
受

大
神
を
こ
の
地
に
お
迎
え
し
た
時
に
、

そ
の
荒
御
魂
を
本
宮
の
南
の
丘
の
上
に

祀
っ
た
と
伝
わ
る
。

　
〝
高
宮
〟
た
る
所
以
を
感
じ
つ
つ
、

九
十
八
段
の
自
然
石
の
階
段
を
上
り
切

る
と
、
昨
年（
平
成
二
十
五
年
十
月
）遷

宮
が
行
わ
れ
た
ば
か
り
の
神し

ん

明め
い

造づ
く
り

の
社

殿
が
目
に
入
る
。
二
重
の
垣
の
内
、
ご

正
殿
を
よ
り
近
く
に
拝
め
る
の
も
別
宮

の
魅
力
の
一
つ
だ
ろ
う
。

　

豊
受
大
神
の
活
発
な
荒
御
魂
の
お
力

を
い
た
だ
け
る
と
、
昔
か
ら
地
元
で
は

「
あ
ら
た
か
さ
ん
」と
呼
び
親
し
ま
れ
、

事
を
起
こ
そ
う
と
す
る
人
た
ち
に
多
く

参
拝
さ
れ
る
お
宮
だ
。

祭
神
　
大お

お

土つ
ち

乃の

御み

祖
お
や
の

神か
み

度
重
な
る
宮
川
氾
濫
を
治
め
た

山や
ま
だ
の
は
ら

田
原
の
守
り
神

　

多
賀
宮
の
参
拝
を
終
え
て
石
段
を
下

る
と
、
正
面
に
土
宮
、
右
手
に
風
宮
の

二
別
宮
が
同
時
に
見
え
て
く
る
。

　

南
向
き
に
建
つ
社
が
多
い
中
、
土
宮

は
め
ず
ら
し
く
東
面
の
お
宮
だ
。
古
く

は
土つ

ち
の

社や
し
ろ

と
称
し
、
外
宮
鎮
座
以
来
、
宮

域
あ
る
い
は
「
山
田
原
」
と
呼
ば
れ
た

外
宮
周
辺
地
域
の
地
主
神
と
し
て
祀
ら

れ
て
い
た
が
、
平
安
末
期
の
大
治
三
年

（
一
一
二
八
）、
し
ば
し
ば
氾
濫
を
繰
り

返
す
宮
川
の
堤
防
の
守
護
神
と
し
て
宮

号
が
与
え
ら
れ
、
末
社
か
ら
二
階
級
特

進
し
て
別
宮
と
な
っ
た
と
い
う
。

　

左
手
の
杜
の
奥
へ
と
続
く
道
を
小
高

い
と
こ
ろ
ま
で
上
っ
て
行
く
と
、
所
管

社
の
下し

も

御み

井い

神
社
。
御
敷
地
の
西
側
に

は
、式
年
遷
宮
の
最
初
の
祭
「
山
口
祭
」

の
祭
場
が
あ
り
、
こ
こ
が
神
聖
な
場
所

で
あ
る
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

外
宮
に
は
四
別
宮
が
あ
る
が
、
神
域

内
に
あ
る
三
別
宮
は
す
べ
て
正
宮
前

に
見
え
る
御み

池い
け
の
対
岸
に
鎮
ま
る
。

豊
受
大
神
の
荒
御
魂
を
祀
る
多た

賀か
の

宮み
や

、
農
耕
に
関
わ
り
の
深
い
土つ

ち
の

宮み
や

と
風か

ぜ
の

宮み
や

─
─
。
水
辺
の
清
々
し
い

緑
に
包
ま
れ
て
、
ひ
と
き
わ
清
ら
か

な
空
間
が
広
がっ
て
い
る
。

祭
神
　
豊と

よ

受う
け

大お
お

御み

神
か
み
の

荒あ
ら

御み

魂た
ま

多

賀

宮

土

宮

外
宮
・
別
宮

昨年遷宮を終えた多賀宮。社殿東の古殿地には、心御柱（しんのみはしら）を被う覆屋が建つ。

亀石を渡り多賀宮へ向かう参道。左手に風宮が見える。

第一鳥居をくぐって神域へ。

上／東向きに建つ、土宮。
右／風雨の守り神を祀る、風宮。

下／多賀宮の「遷御の儀」。平成
25年10月、両宮、荒祭宮に続いて
とり行われた。

　

外
宮
の
杜
の
内
に
は
正
宮
、
三
別
宮

の
他
に
、
摂
社
、
末
社
、
所
管
社
な
ど

多
く
の
神
々
が
祀
ら
れ
て
い
る
。
別
宮

め
ぐ
り
の
足
で
、
脇
参
道
の
先
に
佇
む

諸
社
に
も
詣
で
た
い
。

　

土
宮
に
向
か
っ
て
左
手
を
杜
へ
と
入

り
、
谷
間
の
や
や
小
高
い
と
こ
ろ
ま
で

上
る
と
、
板
垣
に
囲
ま
れ
た
下し

も

御み

井い

神
社（
外
宮
所
管
社
）が
見
え
て
く
る
。

日
々
神
様
に
お
供
え
す
る
水
を
汲
む
井

戸
の
神
が
祀
ら
れ
て
お
り
、
神
域
西
側

に
あ
る
上か
み

御み

井い

神
社（
外
宮
所
管
社
）の

予
備
の
井
戸
と
さ
れ
る
。

　

正
宮
参
拝
の
帰
り
道
に
は
、
北き

た

御み

門か
ど

参
道
か
ら
御み

厩う
ま
や

の
先
を
西
へ
折
れ
て
杜

の
奥
へ
。度わ
た

会ら
い

国く
に

御み

神
社（
外
宮
摂
社
）、

大
津
神
社（
外
宮
末
社
）と
巡
拝
し
よ

う
。
正
宮
と
は
う
っ
て
変
わ
っ
た
静
寂

の
中
、
小
さ
な
お
社
と
間
近
に
対
峙
で

き
る
の
が
醍
醐
味
だ
。
さ
ら
に
先
に
は

上
御
井
神
社
が
あ
る
が
、
立
ち
入
れ
な

い
た
め
遙
拝
と
な
る
。

外
宮
域
内
の

摂
末
・
末
社
・

所
管
社
め
ぐ
り

度会国御神社

九
十
八
の
石
段
を
上
っ
た
高
台
に

荒
御
魂
ま
つ
る
第
一
別
宮

祭
神
　
級し

長な

津つ

彦
ひ
こ
の

命
み
こ
と

・
級し

長な

戸と

辺べ
の

命
み
こ
と

〝
神
風
〟の
功
で
別
宮
に
昇
格

風
雨
の
順
調
を
守
る

　

多
賀
宮
の
東
側
に
は
風
宮
が
鎮
座
す

る
。
土
宮
同
様
、
神
域
内
に
あ
っ
て
鳥

居
を
持
つ
お
社
だ
。
級
長
津
彦
命
、
級

長
戸
辺
命
が
同
座
す
る
。

　

二
神
は
『
日
本
書
紀
』
に
よ
る
と
、

朝
霧
を
吹
き
払
っ
た
伊い

弉ざ
な

諾ぎ
の

尊み
こ
と

の
息
吹

か
ら
生
ま
れ
た
と
さ
れ
、
農
作
物
の
成

長
を
促
す
風
雨
の
守
り
神
と
し
て
全
国

の
人
々
の
信
仰
を
集
め
て
き
た
。
古
く

は
風か

ぜ
の

社や
し
ろ

と
い
う
末
社
だ
っ
た
が
、
文
永

十
一
年（
一
二
七
四
）と
弘
安
四
年（
一

二
八
一
）の
元げ

ん

寇こ
う

の
際
、
神
風
を
起
こ

し
て
国
家
の
危
機
を
救
っ
た
と
し
て
、

正
応
六
年（
一
二
九
三
）、
内
宮
の
風か

ざ

日ひ
の

祈み
の
宮み

や
と
と
も
に
別
宮
に
昇
格
し
て
い
る
。

　

土
宮
、
風
宮
と
も
に
平
成
二
十
六
年

度
中
に
遷
宮
が
行
わ
れ
る
予
定
で
、
土

宮
は
今
年
八
月
、
風
宮
は
十
月
に
そ
れ

ぞ
れ
立り

っ

柱ち
ゅ
う

祭さ
い

、
上じ

ょ
う

棟と
う

祭さ
い

が
斎
行
さ
れ
る

予
定
だ
。

■
外
宮
ま
で
の
交
通

Ｊ
Ｒ
・
近
鉄
伊
勢
市
駅
か
ら
徒
歩
10
分

伊
勢
自
動
車
道
・
伊
勢
西
Ｉ
Ｃ
か
ら
車
で
５
分

風

宮
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外
宮
・
別
宮

外
宮
か
ら
ほ
ど
近
く
、
伊
勢
の
中

心
街
に
鎮
座
す
る
月つ

き

夜よ

見み
の

宮み
や
は
、

古
く
は
高た

か

河が

原わ
ら

と
よ
ば
れ
た
稲
作

と
つ
な
が
り
の
深
い
お
社
だ
っ
た
。

常
緑
樹
が
生
い
茂
る
自
然
豊
か
な

杜
は
さ
な
が
ら
街
の
オ
ア
シ
ス
の

雰
囲
気
。
宮
域
に
一
歩
入
れ
ば
、

悠
久
の
時
の
流
れ
に
身
を
置
く
こ

と
が
で
き
る
。

祭
神
　
月つ

き

夜よ

見み
の

尊
み
こ
と

・
月つ

き

夜よ

見み
の

尊
み
こ
と
の

荒あ
ら

御み

魂た
ま

　

外
宮
の
北き

た

御み

門か
ど

に
立
つ
と
、
小
路
の

か
な
た
に
鳥
居
と
常
緑
の
杜
が
見
え
る
。

街
中
に
あ
る
外
宮
別
宮
・
月
夜
見
宮
だ
。

内
宮
別
宮
の
月
讀
宮
と
同
じ
く
天
照
大

神
の
弟
神
・
ツ
キ
ヨ
ミ
ノ
ミ
コ
ト
と
そ

の
荒あ

ら

御み

魂た
ま

が
祀
ら
れ
る
。
読
み
が
同
じ

こ
と
か
ら
伊
勢
の
人
々
は
、内
宮
を「
ゲ

ツ
ド
ク
さ
ん
」、
外
宮
を
「
ツ
キ
ヨ
ミ

さ
ん
」
と
呼
び
分
け
る
こ
と
も
あ
る
。

　

平
安
時
代
初
期
に
は
外
宮
摂
社
の
筆

頭
に
挙
げ
ら
れ
て
二
十
年
ご
と
の
式
年

遷
宮
も
行
わ
れ
て
お
り
、
す
で
に
別
宮

に
準
じ
る
格
式
だ
っ
た
。
そ
の
後
承
元

四
年（
一
二
一
〇
）、
土
宮
の
例
に
な
ら

い
別
宮
に
昇
格
し
た
と
い
わ
れ
る
。
古

く
は
月
讀
宮
と
同
様
、
荒
御
魂
は
別
社

殿
に
祀
ら
れ
て
い
た
と
い
う
が
、
現
在

は
一
社
に
同
座
す
る
。

　

宮
域
の
外
堀
に
架
か
る
小
さ
な
石
橋

を
渡
り
一
の
鳥
居
を
く
ぐ
る
と
、
一
瞬

に
し
て
街
中
と
は
思
え
ぬ
静
寂
に
包
ま

れ
る
。
参
道
か
ら
正
殿
ま
で
は
ほ
ど
な

く
。
社
殿
前
に
佇
み
空
を
見
上
げ
れ
ば
、

樹
齢
三
百
年
余
の
み
ご
と
な
大
楠く

す

が
枝

を
張
る
。
そ
の
ま
ま
神し

ん

明め
い

造づ
く
り

の
社
殿
の

御
屋
根
に
目
を
や
れ
ば
、
外そ

と

削そ
ぎ

の
千ち

木ぎ

と
五
本（
奇
数
）の
鰹か

つ
お

木ぎ

─
─
い
ず
れ
も

外
宮
社
殿
に
共
通
す
る
様
式
だ
。

　

平
成
二
十
七
年
春
と
さ
れ
る
月
夜
見

宮
の
遷
宮
に
向
け
て
、
地
元
の
機
運
も

高
ま
っ
て
い
る
。
毎
月
十
九
日
の
月
次

祭
な
ど
を
奉
斎
す
る
月
夜
見
宮
奉
賛
会

会
長
の
橋
本
國
久
さ
ん（
79
）は
「
ツ
キ

ヨ
ミ
さ
ん
に
は
子
ど
も
の
頃
か
ら
氏
神

さ
ん
の
よ
う
に
参
っ
て
き
ま
し
た
。
昨

年
は
外
宮
さ
ん
の
遷
御
を
奉
拝
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
そ
れ
よ
り
ず
っ

と
小
規
模
な
が
ら
、
二
十
年
前
の
ツ
キ

ヨ
ミ
さ
ん
の
遷
宮
の
よ
う
す
を
懐
か
し

く
思
い
出
し
ま
し
た
」
と
語
る
。

　

ま
た
外
宮
別
宮
の
中
で
唯
一
、
旧
神

領
民
に
よ
る
お
白し

ら

石い
し

奉
献
も
行
わ
れ
る
。

お
白
石
と
は
新
社
殿
の
御
敷
地
に
敷
か

れ
る
石
英
系
の
こ
ぶ
し
大
の
石
の
こ
と
。

月
夜
見
宮
の
お
膝
元
・
宮
後
町
の
住
民

ら
で
結
成
す
る
「
宮み

や

後じ
り

奉
献
団
」
で
は
、

お
白
石
持
行
事
の
皮
切
り
と
し
て
今
年

七
月
、
団
員
た
ち
が
揃
い
の
法
被
で
宮

川
河
原
に
出
か
け
、
石
拾
い（
石
洗
い
）

と
綱
洗
い
を
行
う
予
定
だ
。

高
河
原
の
川
の
神
が
起
源

街
中
に
鎮
ま
る
外
宮
の〝
ツ
キ
ヨ
ミ
さ
ん
〟”

外
宮
別
宮
で
唯
一

地
元
神
領
民
が
お
白
石
を
奉
献

月
夜
見
宮

夜
は
通
る
べ
か
ら
ず
─
─

〝
神
の
行
き
交
う
古
道
〟を
歩
く

両
宮
を
む
す
ぶ「
神か

み

路じ

通ど
お

り
」

月夜見宮の社殿。「高河原」と呼ばれた地名の通り、傾斜地に建っている。

神路通りを月夜見宮へ向かう。

通り沿いに残る古い館は、「古今伝授」の祖と
いわれる東常縁邸跡だ（上）。
神路通り入口に立つ道標（右）。

外宮から歩いて訪れる参拝者も多い。

ＪＲ参宮線
近鉄山田線

内宮・志摩へ

木材置場

園芸店

鳥羽松阪
線
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※ルートは歩いて巡拝することを前提としています。車が通行できない道も一部ありますので、ご注意ください。

　

月
夜
見
宮
と
外
宮
の
ご
正
宮
と
は
直

線
に
し
て
約
四
百
㍍
。
外
宮
神
域
内
の

北き
た

御み

門か
ど

参
道
か
ら
、
街
中
を
抜
け
る
小

路
を
ゆ
く
ル
ー
ト
が
両
宮
を
結
ぶ
。

　

宮み
や

柱ば
し
ら

立
て
そ
め
し
よ
り　

月
よ
み
の

　

神
の
行
き
交
う
中
の
古
道

　
　
　
　
　
　
（『
勢
州
古
今
名
所
集
』）

　

古
歌
に
も
詠
ま
れ
る
こ
の
小
路
沿
い

の
家
々
の
塀
に
は
、「
こ
こ
は
神
路
通
」

の
手
作
り
看
板
が
掛
か
る
。
天
照
大
神

の
弟
神
・
ツ
キ
ヨ
ミ
ノ
ミ
コ
ト
が
夜
ご

と
、
白
馬
に
乗
っ
て
豊
受
大
神
の
も
と

へ
と
通
わ
れ
る
と
い
う
ロ
マ
ン
チ
ッ
ク

な
伝
説
か
ら
、
地
元
の
人
々
の
間
で
こ

う
呼
ば
れ
て
い
る
の
だ
。

　

外
宮
前
の
観
光
案
内
所
で
「
お
伊
勢

さ
ん
観
光
ガ
イ
ド
の
会
」
の
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
ガ
イ
ド
を
務
め
る
阿あ

形が
た

智
恵
子
さ

ん（
72
）に
よ
る
と
「
昔
か
ら
伊
勢
の
年

配
の
人
た
ち
は
『
神
さ
ん
が
通
る
で
』

と
言
っ
て
夜
は
こ
の
道
を
歩
き
ま
せ
ん
。

昼
間
で
も
道
の
真
ん
中
は
避
け
て
両
端

を
通
行
す
る
ん
で
す
」
と
の
こ
と
。
外

宮
か
ら
月
夜
見
宮
へ
、
神
の
気
配
を
感

じ
な
が
ら
歩
い
て
み
て
は
い
か
が
─
─
。

■
月
夜
見
宮
ま
で
の
交
通

近
鉄
・
Ｊ
Ｒ
伊
勢
市
駅
か
ら
徒
歩
５
分

伊
勢
自
動
車
道
・
伊
勢
西
Ｉ
Ｃ
か
ら
車
で
５
分

　

地
元
に
伝
わ
る
白
馬
伝
説
を
訪
れ

た
人
に
も
知
っ
て
も
ら
お
う
と
、
厚

生
地
区
ま
ち
づ
く
り
の
会
・
観
光
交

流
委
員
会
で
は
「
つ
き
よ
み
さ
ん
に

参
ろ
う 

ス
ト
ラ
ッ
プ
」
を
製
作
・

販
売
し
て
い
る
。

　

携
帯
ス
ト
ラ
ッ
プ
の
デ
ザ
イ
ン
は

月
夜
見
尊（
在
庫
な
し
）と
白
馬
伝
説

の
二
種
類
で
、
い
ず
れ
も
日
本
神
話

を
彷
彿
さ
せ
る
雅
や
か
な
イ
ラ
ス
ト

を
象
っ
て
い
る
。「
口
コ
ミ
で
広
ま

り
ひ
そ
か
に
人
気
な
ん
で
す
。
神
路

通
り
を
歩
か
れ
る
方
も
増
え
ま
し

た
」
と
伊
勢
旅
館
組
合
事
務
局
の
篠

崎
組
合
長
。
販
売
場
所
や
数
量
が
限

ら
れ
て
い
る
た
め
、
手
に
入
れ
ば

ラ
ッ
キ
ー
な
幻（
？
）の
伊
勢
土
産
だ
。

写
真
は
「
白
馬
伝
説
」。
６
０
０
円
。
神
路
通

り
の
伊
勢
旅
館
組
合
事
務
所
ほ
か
伊
勢
市
内

厚
生
学
区
の
一
部
施
設
に
て
販
売
。

u
厚
生
地
区
ま
ち
づ
く
り
の
会

a
０
５
９
６・６
３・５
２
３
０

 （
火
・
水
・
金
曜
日 

９
時
～
15
時
）

1
〜
4
面
　
文
・
乾 

淳
子

5
〜
7
面
　
文
・
新
井
千
尋

「
白
馬
伝
説
」

ス
ト
ラ
ッ
プ

の

幻
？
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5
日
㊊
御お

田み

祭た

み
ち
ひ
ら
き
の
神
・
猿
田
彦
大
神
に
捧
げ
る
御

料
米
の
御
田
植
神
事
。
桃
山
時
代
の
装
束
を
身

に
つ
け
て
古
式
ゆ
か
し
く
行
わ
れ
る
。

w�

13
時
～
　

q
伊
勢
市
、
猿
田
彦
神
社
神
田

u
猿
田
彦
神
社
　
☎
０
５
９
６
・
２
２
・
２
５
５
４

5
日
㊊
倭
姫
宮
春
の
例
大
祭

舞
楽
や
舞
女
の
舞
な
ど
が
奉
納
さ
れ
、
甘
酒
の

ふ
る
ま
い
や
呈
茶
会
が
あ
り
、
子
供
た
ち
に
は

鯉
の
ぼ
り
が
配
ら
れ
る
。

w�

10
時
～
　

q
伊
勢
市
、
倭
姫
宮

u
神
宮
司
庁
　
☎
０
５
９
６
・
２
４
・
１
１
１
１

7
日
㊌
石
神
さ
ん
春
祭
り

「
女
性
の
願
い
を
一
つ
だ
け
か
な
え
る
」
石
神

さ
ん
の
祈
願
祭
。
海
女
が
大
漁
や
海
上
安
全
な

ど
を
願
い
、
男
た
ち
が
料
理
を
作
り
も
て
な
す
。

w�

10
時
30
分
～
　

q
鳥
羽
市
相
差
町
、
神
明
神
社
境
内

u
相
差
町
内
会
　
☎
０
５
９
９
・
２
１
・
６
６
６
０

8
日
㊍
志
摩
国
分
寺
の
花
ま
つ
り

お
釈
迦
様
の
誕
生
を
祝
う
。
花
で
飾
ら
れ
た
花

御
堂
の
釈
迦
像
に
甘
茶
を
か
け
願
い
事
を
す
る
。

w�

9
時
～
16
時
頃
　

q
志
摩
市
阿
児
町
国
府
、
志
摩
国
分
寺

u
志
摩
市
観
光
協
会
　
☎
０
５
９
９
・
４
６
・
０
５
７
０

10
日
㊏
～
18
日
㊐

お
か
げ
横
丁  
風
の
市

風
鈴
や
う
ち
わ
な
ど
風
を
感
じ
る
商
品
が
並
び
、

さ
わ
や
か
な
５
月
の
風
を
楽
し
め
る
。

w�

10
時
～
17
時（
催
し
に
よ
っ
て
異
な
る
）

q
伊
勢
市
、
お
か
げ
横
丁
一
帯

u
お
か
げ
横
丁
総
合
案
内  

☎
０
５
９
６
・
２
３
・
８
８
３
８

上
旬
～
7
月
下
旬

夫
婦
岩
か
ら
の
日
の
出

こ
の
時
期
は
夫
婦
岩
の
間
か
ら
朝
日
が
昇
る
。

特
に
夏
至
前
後
は
、
気
象
条
件
が
良
け
れ
ば
富

士
山
と
日
の
出
が
重
な
る
光
景
も
眺
望
で
き
る
。

q
伊
勢
市
二
見
町
、
二
見
興
玉
神
社

u
二
見
興
玉
神
社
　
☎
０
５
９
６
・
４
３
・
２
０
２
０

14
日
㊌
風か

ざ

日ひ
の

祈み

祭さ
い

風
雨
が
順
調
で
、
五
穀
が
豊
か
に
稔
る
よ
う
、

御お
ん

蓑み
の

・
御お
ん

笠か
さ

・
御ご

幣へ
い

を
供
え
て
祈
る
。

w�

外
宮
5
時
～
、
内
宮
9
時
～
　

q
伊
勢
市
、
伊
勢
神
宮
外
宮
・
内
宮
・
風
日
祈
宮
ほ
か

u
神
宮
司
庁
　
☎
０
５
９
６
・
２
４
・
１
１
１
１

14
日
㊌
神か

ん

御み

衣そ

祭さ
い

皇
大
神
宮
正
宮
と
荒
祭
宮
に
、
高
天
原
の
古
事

に
因
ん
で
、
和に
ぎ

妙た
え（
絹
）と
荒あ
ら

妙た
え（
麻
）の
夏
の
御

料
を
奉
る
。

w�

12
時
～
　

q
伊
勢
市
、
伊
勢
神
宮
内
宮
・
荒
祭
宮

u
神
宮
司
庁
　
☎
０
５
９
６
・
２
４
・
１
１
１
１

中
旬
春
の
伊
勢
楽
市

伊
勢
志
摩
地
方
の
地
場
産
品
が
並
ぶ
名
物
市
。

例
年
た
く
さ
ん
の
来
場
者
で
に
ぎ
わ
う
。

w�

10
時
～
16
時
　

q
伊
勢
市
、
外
宮
バ
ス
停
前
周
辺

u
伊
勢
市
観
光
協
会
　
☎
０
５
９
６
・
２
８
・
３
７
０
５

21
日
㊌
藻
刈
神
事

夫
婦
岩
の
沖
合
に
鎮
ま
る
興
玉
神
石
か
ら
祓
具

と
し
て
用
い
る
「
無
垢
塩
草
」
を
採
取
す
る
。

w�

10
時
～
　

q
伊
勢
市
二
見
町
、
二
見
興
玉
神
社

u
二
見
興
玉
神
社
　
☎
０
５
９
６
・
４
３
・
２
０
２
０

写
真
展
「
日
本
人
の
こ
こ
ろ
」

～
神
宮
の
森
～

神
宮
の
森
の
知
ら
れ
ざ
る
美
し
さ
・
奥
深
さ
に

迫
る
写
真
展
。
入
場
無
料
。
常
設
展
示
。

w
９
時
～
17
時（
最
終
入
場
は
16
時
30
分
ま
で
）

q
伊
勢
市
、
五
十
鈴
蔵（
お
は
ら
い
町
通
り
・
赤
福
本
店
横
）

u（
株
）赤
福
　
a
０
５
９
６
・
２
２
・
２
１
５
４

　
小
紙
は
、
今
号
を
以
っ
て
ひ
と
ま
ず
休

刊
と
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。
こ
の
度
の
ご
遷

宮
を
密
度
高
く
取
材
し
、
伊
勢
発
の
ニ
ュ

ー
ス
と
し
て
全
国
に
発
信
で
き
ま
し
た
こ

と
は
、
私
た
ち
ス
タ
ッ
フ
に
と
り
ま
し

て
、
や
り
甲
斐
の
あ
る
仕
事
で
し
た
。
ま

た
、
新
た
な
テ
ー
マ
の
も
と
に
再
刊
す
る

機
会
を
考
え
た
い
と
思
い
ま
す
。
ご
愛
読

く
だ
さ
っ
た
皆
さ
ま
に
心
か
ら
御
礼
を
申

し
上
げ
ま
す
。

伊
勢
文
化
舎
代
表
　
中
村
　
賢
一

伊

勢

か

ら

の

便

り

上
旬

御み

塩し
お

焼や
き

固が
た
め

神
宮
の
す
べ
て
の
お
祭
に
お
供
え
す
る
御
塩
を

三
角
形
の
土
器
に
つ
め
て
堅
塩
に
焼
固
め
る
。

１
日
20
個
、
５
日
で
１
０
０
個
を
焼
き
上
げ
る
。

q
伊
勢
市
二
見
町
、
御
塩
殿
神
社

u
神
宮
司
庁
　
☎
０
５
９
６
・
２
４
・
１
１
１
１

11
日
㊋
～
13
日
㊍
初
午
大
祭

一
年
の
厄
災
を
払
い
、
運
が
開
け
福
が
舞
い
込

む
よ
う
、
大
勢
の
参
拝
者
で
に
ぎ
わ
う
。
今
年

は
12
年
に
一
度
の
ご
本
尊
の
ご
開
帳
が
あ
る
。

w�

８
時
～
20
時

q
伊
勢
市
、
松
尾
観
音
寺

u
松
尾
観
音
寺
　
☎
０
５
９
６
・
２
２
・
２
７
２
２

16
日
㊐
一
色
能

伊
勢
三
座
の
ひ
と
つ
、
５
０
０
年
の
伝
統
を
守

る
能
楽
で
、
幽
玄
の
世
界
を
堪
能
で
き
る
。
狂

言
も
秀
逸
で
わ
か
り
や
す
く
楽
し
い
。

w�

11
時
～
15
時
30
分

q
伊
勢
市
一
色
町
、
一
色
町
公
民
館

u
一
色
町
能
楽
保
存
会
　
☎
０
５
９
６
・
２
５
・
６
５
２
６

下
旬
～
４
月
上
旬

五
十
鈴
川
桜
ま
つ
り

約
２
０
０
本
の
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
が
五
十
鈴
川
を

彩
る
。
満
開
の
頃
に
は
夕
刻
か
ら
ぼ
ん
ぼ
り
が

灯
さ
れ
、
新
橋
周
辺
の
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
も
あ
る
。

w�

10
時
～
　

q
伊
勢
市
、
五
十
鈴
川
河
畔

u
お
か
げ
横
丁
総
合
案
内

☎
０
５
９
６
・
２
３
・
８
８
３
８

下
旬
～
４
月
上
旬
い
ず
れ
か
の
日
曜
日

天
の
岩
戸
で
茶
屋
開
き

天
の
岩
戸
の
手
前
に
オ
オ
シ
マ
サ
ク
ラ
の
巨
木

が
あ
り
、
白
く
清
楚
な
花
を
、
岩
戸
の
名
水
で

点
て
た
抹
茶
と
つ
き
た
て
の
餅
で
楽
し
む
。

w�

11
時
～
15
時

q
志
摩
市
磯
部
町
、
天
の
岩
戸
入
り
口
　
家
建
の
茶
屋
跡

u
恵
利
原
区
事
務
所
　
☎
０
５
９
９
・
５
５
・
１
８
５
７

下
旬
～
４
月
中
旬

横
輪
桜
ま
つ
り

日
本
花
の
会
か
ら
平
成
23
年
に
サ
ク
ラ
の
新
園

芸
品
種
と
し
て
認
定
さ
れ
た
横
輪
桜
。
大
輪
で

濃
い
ピ
ン
ク
色
の
花
々
が
里
山
を
彩
る
。
満
開

の
頃
の
週
末
に
は
イ
ベ
ン
ト
も
開
催
さ
れ
る
。

w�
9
時
～
17
時

q
伊
勢
市
横
輪
町
、
郷
の
恵
・
風
輪

u
郷
の
恵
・
風
輪
　
☎
０
５
９
６
・
３
９
・
１
７
４
１

30
日
㊐
神
宮
奉
納
大
相
撲

化
粧
廻
し
を
付
け
た
力
士
が
宇
治
橋
を
渡
り
、

内
宮
神
苑
で
横
綱
が
手
数
入
を
奉
納
。
午
後
か

ら
幕
内
力
士
に
よ
る
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
戦
が
あ
る
。

w�

7
時
～
、
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
戦
は
有
料

q
神
宮
相
撲
場（
神
宮
会
館
内
）他

u
神
宮
会
館
　
☎
０
５
９
６
・
２
２
・
０
０
０
１

1
日
㊋
～
10
日
㊍
春
ま
つ
り

さ
く
ら
名
所
１
０
０
選
に
定
め
ら
れ
た
宮
川
堤

で
開
催
。
１
キ
ロ
に
わ
た
り
続
く
千
本
の
桜
並

木
は
美
し
く
、
多
く
の
人
で
に
ぎ
わ
う
。
開
花

状
況
に
よ
り
開
催
期
間
の
変
動
が
あ
る
。

w�

ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
・
18
時
～
22
時

q
伊
勢
市
、
宮
川
堤
公
園

u
伊
勢
市
観
光
協
会
　
☎
０
５
９
６
・
２
８
・
３
７
０
５

５
日
㊏
・
６
日
㊐
鳥
羽
春
祭
り

鳥
羽
の
氏
神
で
あ
る
大
山
祇
神
社
と
賀
多
神
社

の
祭
日
で
、
天
狗
と
獅
子
の
舞
や
能
楽
の
奉
納

等
、
さ
ま
ざ
ま
な
企
画
が
繰
り
広
げ
ら
れ
る
。

５
日
・
宵
宮
、
６
日
・
本
祭
。

q�

鳥
羽
市
、
大
山
祇
神
社
と
賀
多
神
社

u
大
山
祇
神
社
　
☎
０
５
９
９
・
２
５
・
５
６
８
８
、

　
賀
多
神
社
　
☎
０
５
９
９
・
２
５
・
２
３
９
２

6
日
㊐
玉
城
町
桜
ま
つ
り

田
丸
城
跡
を
彩
る
満
開
の
桜
の
前
で
、
子
供
み

こ
し
や
玉
丸
城
太
鼓
、
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
な

ど
が
行
わ
れ
る
。
シ
ー
ズ
ン
中
は
夜
９
時
ま
で

夜
桜
の
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
も
あ
る
。

w�

9
時
30
分
～
14
時

q
玉
城
町
、
お
城
広
場

u
玉
城
町
産
業
振
興
課
　
☎
０
５
９
６
・
５
８
・
８
２
０
４

６
日
㊐

桜
と
夢
咲
く  

し
ろ
や
ま
嘉
隆
ま
つ
り

鳥
羽
城
跡
の
城
山
公
園
に
て
、
花
見
と
町
の
芸

能
・
食
を
楽
し
む
催
し
。
武
者
行
列
や
火
縄
銃

の
一
斉
発
砲
、
大
ほ
ら
吹
き
大
会
も
あ
る
。 

w�

10
時
30
分
～

q
鳥
羽
市
城
山
公
園
・
三
ノ
丸
広
場

u
鳥
羽
市
観
光
協
会
　
☎
０
５
９
９
・
２
５
・
３
０
１
９

上
旬
～
６
月
上
旬

鳥
羽
の
お
い
し
い
ハ
イ
キ
ン
グ

鳥
羽
市
内
や
離
島
で
春
の
ハ
イ
キ
ン
グ
を
楽
し

む
。
昼
に
は
さ
さ
や
か
な
ふ
る
ま
い
も
あ
る
。

w�

各
回
に
よ
っ
て
異
な
る

q
鳥
羽
市
各
地
区

u
鳥
羽
市
観
光
協
会
　
☎
０
５
９
９
・
２
５
・
３
０
１
９

26
日
㊏
～
5
月
5
日
㊊

お
か
げ
横
丁  

端
午
の
節
句

本
格
的
な
鎧
兜
に
身
を
包
ん
で
の
記
念
撮
影
や
、

レ
ト
ロ
な
計
器
で
の
身
体
測
定
、
鯉
の
ぼ
り
の

絵
付
け
な
ど
、
多
彩
な
催
し
が
行
わ
れ
る
。 

w�

10
時
～
17
時（
催
し
に
よ
り
異
な
る
）

q
伊
勢
市
、
お
か
げ
横
丁
一
帯

u
お
か
げ
横
丁
総
合
案
内  

☎
０
５
９
６
・
２
３
・
８
８
３
８

28
日
㊊
～
30
日
㊌
春
の
神
楽
祭

内
宮
神
苑
の
特
設
舞
台（
雨
天
時
は
参
集
殿
）で

神
宮
舞
楽
が
公
開
さ
れ
る
。 

w�

11
時
～
と
14
時
～（
雨
天
の
場
合
11
時
の
1
回
の
み
）

q
伊
勢
市
、
伊
勢
神
宮
内
宮

u
神
宮
司
庁
　
☎
０
５
９
６
・
２
４
・
１
１
１
１

上
旬
神
田
御
田
植
初

神
宮
祭
典
に
お
供
え
す
る
御
料
米
の
早
苗
を
植

え
る
儀
式
。
田
楽
に
合
わ
せ
て
田
植
え
を
し
た

後
、
豊
穣
祈
願
の
大
団
扇
相
撲
や
田
舞
が
あ
る
。

w��

9
時
～
　

q
伊
勢
市
楠
部
町
、
神
宮
神
田

u
神
宮
司
庁
　
☎
０
５
９
６
・
２
４
・
１
１
１
１

4
日
㊐
あ
わ
び
王
国
ま
つ
り

あ
わ
び
の
ふ
る
ま
い
の
他
、
荒
波
太
鼓
演
奏
や

志
摩
の
特
産
品
が
並
ぶ
に
ぎ
や
か
し
市
な
ど
が

あ
り
、
子
供
か
ら
大
人
ま
で
楽
し
め
る
。

w�

9
時
～
15
時
頃
　

q
志
摩
町
布
施
田
、
志
摩
ふ
れ
あ
い
公
園

u
志
摩
市
観
光
協
会
　
☎
０
５
９
９
・
４
６
・
０
５
７
０

5
日
㊊

夫
婦
岩
大
注し

連め

縄な
わ

張
神
事

二
見
太
鼓
や
木
遣
り
唄
が
響
く
中
、
お
祓
い
を

受
け
た
５
本
の
大
注
連
縄
が
、
参
道
か
ら
手
送

り
で
夫
婦
岩
に
張
り
渡
さ
れ
る
。 

w�

10
時
～

q
伊
勢
市
二
見
町
、
二
見
興
玉
神
社

u
二
見
興
玉
神
社
　
☎
０
５
９
６
・
４
３
・
２
０
２
０

3
月

4
月

春
の
伊
勢
志
摩
の
ま
つ
り
・
イ
ベ
ン
ト
情
報

い

せ

び

と

歳

時

記

購読のご案内
本紙をご希望の方は、ご住所・お名前・電話
番号・号数・部数を明記の上、下記の料金案
内をご確認いただき、伊勢文化舎までお送りくだ
さい。（2・12・13・15号のみ在庫あり）
・１〜５部 送料１００円（切手可）
・６〜10部 送料２００円（切手可）
・11部以上  送料は着払い。
　　　　　　別途梱包料５００円が必要です。

（注） 101部以上は料金が異なりますので、お問
い合せください。

〈お問い合せ・送付先〉
〒516-0016　伊勢市神田久志本町1474-3
伊勢文化舎内「いせびとニュース」係
ＴＥＬ０５９６・２３・５１６６

国分寺の花まつり 大注連縄張神事

里山に咲く横輪桜

松尾観音寺一色能

鳥羽春祭り

月
5

● 

デ
ー
タ
は
２
月
10
日
現
在
。
ま
つ
り
・
イ
ベ
ン
ト
は

主
催
者
側
の
都
合
に
よ
り
、
変
更
に
な
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。
お
出
か
け
の
際
は
あ
ら
か
じ
め
電
話
で
ご

確
認
く
だ
さ
い
。

●
単
行
本
ご
注
文
時
の
郵
便
振
替
口
座

　

０
０
８
２
０
・
２
・
４
２
３
９


